



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































貿易財1 製造品 fix　price輸出者の 輸入者の為替リ financlal
国内通貨 スクのみである symmetry
（例自動車） 製品差別 企業の価 ので，輸出者は
可能な異 格コント open－account自国内貿易?
質的商品 ロールが creditを供与し 金融体制の
可能 てヘッジングを 確立
可能にさせる?
貿易財n 一次産品 flex　pricevehicle商品価格リスク financial
cu「「encyと為替リスクが predominance
財 国際比較 国際商品 両者に発生する 国際商品取
（例小麦） 可能な同 取引所で ので，二重のへ 引所のある




















































輸出契約　輸出金額 輸出金額 輸入契約　　輸入金額 輸入金額









4　船積書類引換現金払（Cash　against　dQcuments）13，8　　16．6 21．2 17．6　　32，2 10．5
5　荷為替手形の支払 4，3　　　2．1 2．0　　　1．5
6　一覧払荷為替信用状（Sight　documentary　credit）玉0．5　　15．2 3．4 6．3　　　3．5 1．6
7　荷為替手形の引受 16．5　　　9．g 4．9 13．4　　　7．4 6．3
8　期限つき荷為替信用状（Time　documentary　credit）2，6　　　1．7 1．2 6．8　　　4．5 L6








12　委託販売（Consignments） 0，2　　　1．8 2．1 0．9　　　0．8 1．7
13無償（Free　dellveries） 2．1 1．5
項目別分類
信用供与なし（3．4，5．6．9） 32．3　　38．1 25．2 32．8　　41．8 14．4
信用期問確定（7，8．10．11） 22．2　　32．9 17．9 21．6　　14，8 13．9






























































































輸出国通貨建のシェア ドル建のシェア ボン ド建のシェア
輸出国 19711975 1976変化 1971 19751976変化 ／971 1976変化
デンマーク 4！ 54 54 ＋13 22 13 14 一8 15 8 一7
フランス 59．4α 69．1 68．3＋8．9 10．3α 8．2 9．4 一　．9 2．3 1．9 一　．4
オーストリア 46．7b54．7 n。a。 ＋8．0 11．1b10．1 n。a． 一1．0 3．2b 2．2 一1．0
オランダ 44．4 50．0 50．2＋5．8 16．7 15．0 13．0一3．7 9．2 4．7 一4．5
ドイツ 84．1α 89．1 87．0＋2．9 6．5α 4．4 5．0 一1．5 1．2 1．2 一
ベルギー／ルクセンブルグ 46．2 50．447．4 ＋L211．9 10．Q 12．0＋　ユ 2．3 1．8 一　．5
フィンランド 19．4d 25．6d 15．5d一3、9 22．1 1．6．7 21．9 一　．2 18．3 15ユ 一3．2
イタリア 50．7 47．3 39．1 一IL628．3 27．9 31．1 ＋2．8 rLa． n．a． n．a．







輸入国通貨建のシ エア ドル建のシェア ポンド建のシェア
輸入国 1972 1976変化 ！972 1976 変化 1972 1976 変化
ベルギー／ルクセンブルグ 27．1 25．9 一1．2 ｝8．3 25．1 十6．8 7．4 4．8 一2．6
デンマーク 21 25 十4 21 23 十2 14 6 一8
ドイツ 49．9 4L9 一8．0 18．6 31．2十12．6 4．9 3．2 一L7
イタリア 22．5 16．0 一6．5 32．1 42．5 十10．4 n．a． n．a． n．a．
スウェーデン 25．8α 25．7b 一　．1 22．0α 20．ob 一2．0 17．3α 10．3b 一7．0
α　1968年，b　l973年
（出所）　H．E．　Scharrer〔45〕，　P．231．
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雄氏は，B．　J．　Cohen（〔12〕）に依拠しながら，「OPECの重要性からみて，
世界貿易におけるドル建の比率が頂点に達するのは，おそらく60年代よりも
70年代，それも最近のことではなかったかと推測しうる」と述べ，第一次大
戦前の世界貿易におけるポンド決済の比率（60％以上）とひどくかけはなれ
てはいないと評価されている18｝
　そうだとすれば，invoice　currencyの選択は世界貿易におけるドル建へ
の集中がおこなわれる過程で，西欧内取引にお』いて多様化が進展したことに
なる。H．　E．　Scharrerによれば，その原因は60年代から70年代にかけてポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）ンドの衰退をドルと西欧交換性通貨が肩代りしたことである。この時期に国
際商品取引所の大部分はアメリカに移り貿易財llのドル建取引が増大したし，
またくり返されたポンドの切下げは西欧交換i生通貨国に貿易財1の輸出取引
を自国通貨建に変更させた。国際通貨ポンドに代替したのがドルではなく自
国通貨であったのは，西欧交換性通貨国に「financial　symmetry」が確立さ
れていたからである。この点については西欧交換性通貨国間の輸出取引におけ
るポンド建及びドル建シェアの低下がみられたこと（〈表4＞参照），また輸
入取引にお・けるポンド建及び輸入国通貨シェアの低下とドル建シェアの上昇
がみられたこと（〈表5＞参照）から確認することができる。
　1960年代の「ドル本位制」論争は国際通貨の公的需要と私的需要の区別を
めぐり展開されたが，1970年代の論争は私的需要の内容をめぐって展開され，
民間の外国為替取引には企業レベルと銀行レベルがあり，その区別の重要性
が明らかにされた。国際通貨の多様化の中でsymmetry仮説が問題にしたの
は企業レベルであり，銀行レベルにおいてポンドに代わってドルがvehic］e
currencyの地位を独占するようになったのはそれより早く，西欧諸国が自国
通貨の交換「生を回復した1958年以降のことであったと思われる。それは第二
（48）佐々木隆雄〔53〕，537～8頁，
（49）　Scharrer　（45），　pp．230一一2．
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次大戦後のアメリカの資本輸出やIMF体制下の基軸通貨ドルの役割と密接
に結びついている。銀行レベルでドルがvehicle　currencyの地位を確立し
た時期に少数見解が登場し，それが60年代言以降「ドル本位制」論に発展し
たのである。第二次大戦後直ちにドルがポンドに代わって国際通貨の地位を
獲得したのではなく，準備通貨→基軸通貨→インターバンク市場でのvehicle
currency→貿易決済におけるvehicle　currency，という順序で1970年代中
頃までかかってドルの国際通貨化がようやく完成されたのだと言えよう。だが
ドルの国際通貨化が完成したとき，同時に準備通貨（公的当局）のレベルと
invoice　currency（企業）のレベルで多様化が進展していたのである。そし
てここに「複数通貨準備制度」論が展開される根拠があった。
〔付記〕本稿は，昭和57年度文部省科学研究費補助金総合研究（A）＜代表者
深町郁彌氏〉による研究成果の一部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡大学　商学部）
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